
２ 体制図の例

郵便局でのオンライン診療にかかる補助金の活用について
へき地医療拠点病院運営事業

令和６年度予算額 3.7億円（3.7億円）※（）内は前年度当初予算額 事 業 内 容 ： 都 道 府 県 が 行 う へ き 地 医 療 拠 点 病 院 の 運 営 事 業 及 び 都 道 府 県 知 事 の 指
定 を 受 け た へ き 地 医 療 拠 点 病 院 の 運 営 事 業 等 に 対 し て 財 政 支 援 を 行 う 。

補 助 率 ： １ / ２ （ 国 1 / 2 、 都 道 府 県 1 / 2 ）

１ 事業内容

へき地医療拠点病院運営事業は、へき地診療所への代診医等の派遣、へき地従事者に対する研修、遠隔診療支援等の
診療支援事業等が実施可能な病院を都道府県単位で「へき地医療拠点病院」として編成し、へき地医療支援機構の指
導・調整の下に各種事業を行い、へき地における住民の医療を確保することを目的とする。
医療活動費の対象経費として、備品費や借料・損料等も計上が可能であり、郵便局のブースにかかる初期投資費用等

についても、当該補助金が活用可能。
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